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目指す世界：いつでも情報にアクセスできる世界を創る 

携帯網／DSRC網／無線LAN網／地上波デジタル・・・・ 

コンテンツ 

ASP ASP ASP 

インターネットITS 

あらゆる 
ネットワークを活用して 

人 自動車 鉄道 航空機 HOME 船舶 

自動車ネットワーク化      
 
  4つの狙い 
 
 1）新しい 
   情報市場の創出 
 
 2）新しい 
   価値の創造  
 
 3)自動車産業の 

 国際競争力確保 
 

 4) 生活の質の向上 
 

サービス 

インターネット 

 １．インターネットITSの紹介 

２００２年 全自動車のネットワーク化を目指してスタート 

ユーザー 

オフィス 
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8000万ヶ所 
HOME  OFFICE 

1億2000万台 
Mobile 

情報サービスの流通世界 

３つの巨大情報市場の融合で新情報市場を創出できる 

 全車ネット化の産業的な意味は １）新規巨大情報マーケットの創出 

・自動車は社会活動のあらゆる場面での基盤 ・・・ 移動・物流・生活 

 
・手つかずの情報マーケット ・・・ カーナビのみ 
・自動車のICT化は       ・・・日本は最適な環境 
                                                            通信環境・市民のICTレベル・経済力   

7500万台 
CAR 
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パワートレイン制御 

エンジン制御（ｶﾞｿﾘﾝ＆ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ） 
トランスミッション 
スロットル制御 
イグナイタ 
ディストリビュータレスイグニッション 

走行制御 

ＶＳＣ（Vehicle Stability Cont.） 
パワーステアリング制御 
４ＷＤ制御 
サスペンス制御 
車両姿勢制御 
ＡＢＳ制御 （Anti-lock Brake Sys.） 
トラクション制御 
クルーズ制御 

ボディー制御 

エアコンシステム 
エアバッグシステム 
ドアコントロールシステム 
キーレスエントリー 
イモビライザーシステム 
ランプ制御 

社会を良くする 新しい社会ニーズへの対応 自動車で 

環境対策システム 

安全運転支援システム 

ＨＶ/ＥＶ/ＰＨＢ制御 

充電システム連携 

エネルギー 

   管理システム 

       等   

環境制御 

ＡＶシステム 
  ラジオ 
  ｵｰﾃﾞｨｵ 
  ＴＶ 
 
ナビゲーションシステム 
  ナビ連動制御 
ダイアグシステム 
車内ＬＡＮ 
カメラシステム 

ＶＩＣＳ 

ＥＴＣ 

ＤＳＲＣ 

ＴＥＬＥＭＡＴＩＣＳ  

 

インターネットＩＴＳ 

プローブシステム 

情報通信制御 情報制御 生活制御 

高齢者移動支援 

パーソナル 

   モビリティー 

生活支援 

医療連携 

地域支援システム 

      等 

全車ネット化の自動車進化の視点では  ２）新しい価値創造 

カーエレクトロニクス世界 

カーICT融合世界 （ITS世界）≒新価値創造 



全車ネット化の自動車産業の視点では ３）国際競争力の確保 

高級車には 
100のコンピュータ 100のソフト資産 

今後、ICT融合で 

更にソフト資産が創出される 

参照：PCモデル（USA戦略） 

  ハードは途上国へ 

  ソフトとコアチップは 
  戦略商品として確保 

日本の取るべき戦略は 

 自動車ICT融合技術の開発を加速 ・・・ネットワーク化を加速  

 世界に先行しての社会実装 ・・・ “理想社会”モデルを 

 標準化戦略への注力 ・・・ 日本が主導すべく 

 海外への展開 ・・・ ハードは外でもソフトは死守 

自動車ICT融合は国際競争力確保への戦略となりうる 
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住 
食 衣 

移動 
動ける・健康になる 

活きる 

ICT連携によって 
全生活空間の連携と

質の向上が可能 

全車ネット化の市民の目線では ４）生活の質の向上 

生きる 

から 

情報 
繋がる・ぼけない 

誰でも何時でも 

 移動する事が出来る“社会” 

 ＜視点＞ 

・自動車交通・交通流 

・公共交通（Japanセンタ） 

・パーソナル移動 

・高齢者、弱者対応 

・物流 

・環境、エネルギー  

・ 

安心して 

 住む事が出来る“社会” 

 ＜視点＞ 

・名古屋中心の居住圏構造 

・快適気候利用した 

・エネルギー 

・震災に強い 

・移住したくなる 

・            

文化的で快適な 

 ファッションが出来る“社会” 
 ＜視点＞ 

・文化創生 

・ファッション産業メッカ 

・生涯ファッション 

・教育連携（産学） 

・ 

安全で健康的な 

 食生活が出来る“社会” 
 ＜視点＞ 

・安全な食材産業 

・海・山・平野混在の食産 

・食文化の輸出 

 （モーニング・手羽・松坂肉・・） 

・ 

誰でも何時でも 

 繋がりあう事が出来る“社会” 

 ＜視点＞ 

・ICT文化 

・高齢化対応（介護・独居） 

・生涯教育 

・教育連携（産学） 

・ 「生活ITS」 

 全シーンの基盤としての自動車のICT融合化を推進する 



 ２．具体的な活動  １）中部地域で今迄やってきた事 

情報センター 携帯電話網 

実験協賛スポンサー 
・百貨店 
・ホテル 
・飲食店 
･観光施設 

リアルタイム情報 

車載器 搭載車両（１６００台） 

２００２ インターネットITS名古屋 

２００４ ITS世界会議名古屋 

２００３ プローブ情報システム 

位置情報利用者 
・官公庁 
・大学 
・企業 
・一般市民 

DSRC 

来るべき IpV6世界の先取り 
次世代自動車情報PF開発 

混雑状況 
位置・・速度情報から 

気象情報 
ワイパー情報から 

危険個所 
急ブレーキ情報から 

北京へ  北京オリンピック交通情報提供のモデル 

２００５ インターネットITS通り（愛知万博） 

南大津通り商店街を無線LANでカバー 
商店と市民とドライバーが一体となって 

２００７～ 車載IT活用救急医療支援（岐阜） 

A
  

救急現場の状況（情報）と 
病院情報を“見える化” 
 
たらい回し無い・最適搬送 

救急現場 
医療現場 
の見える化 



             ２）車載情報プラットフォーム整備 

救急医療 

事故・災害 

物流・業務 

在宅・独居 

地域医療 

介護・生活 

レジャー 

共
通
の
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
オ
ー
ム
で 

救急車のICT化から 

全ての車のICT化を目指し 

“人”も“段ボール”も同じ 

乗用車：通信型カーナビ 

商用車：専用システム 

汎用性と経済性を両立させた自動車ICTプラットフォーム開発を 

自動車のネットワーク化 

一台で何でも出来る車載システムを開発 



 ① 車両情報の安全な収集・活用構造の開発 

自動車は価値のある情報の“宝庫” （移動するセンサー群） 
         車両情報の活用で新しい社会価値の創出が出来る 
 
    次のITSはプローブシステム ・・・ 全国の自動車をインフラ活用  
    エコ運転支援          ・・・ 実際の運転とエコ関係見える化 
    スマートコミュニティ      ・・・ エネルギー社会と連携 
    スマートフォン連携       ・・・   簡単に車載情報システムが 
        等々                    

開発 ： 安全に車両情報を取り出し活用する仕組みを整備した 

エンジンECU ブレーキECU バッテリECU 

CAN：車内ネットワーク 
ITS-ECU（新開発） 

← 車両情報 → 

ECU：車内制御装置 

 ３．最新の開発・整備状況 

車両情報抽出・活用 

センサ センサ センサ センサ センサ 



車両 
インターネット 

通信 

サーバ 

セキュリティ 

サーバ 

プローブ
分析 

サーバ 

  エコ分析 

    サーバ 

TEL網 

エコ運転支援 

プローブセンターシステム 

  車両情報収集・活用構造 

プローブ 

DB 

サーバ 
セキュリティ情報 

車両情報 

ITS-ECU 
セキュリティ 

モジュール 

プローブ活用 

スマートフォンを活用し 

安全に従って車両情報を取り出す構造 

車両情報 

アクセス要求 

アクセス権限 



 
 

車両情報収集 
車両診断情報分析 

表示 

コンテンツ 

各種 
DB 

SS 
Digital Signage 

ITS-ECU 

車両情報収集 

WiFi AP 

コンテンツ配信 

顧客スマートフォン 

サービスアプリケーション 
 ・エコ分析情報 
 ・車両診断情報 
 ・キャンペーン広告 
 ・etc 

サービス情報提供 
 ・来店時情報 
 ・車両診断情報 
 ・キャンペーン広告 
 ・地域クーポン 
 ・etc 

顧客向け情報表示 

エコドライブ分析 

情報収集 分析 

情報集約 

② 次世代SSシステム（車両情報活用具体事例） 

愛知県豊明市にて一般ユーザで実証 

 

全ての自動車は給油する 

７５００万台のエネルギーマネジメントへ 

給油時に自動的に情報を取得し分析 



クラウド車載システム 

交通情報サービス 
クラウドセンタ 

自動車行動分析 
クラウドセンタ 

３D地図配信 
サービス 

カーメーカ向け
サービス 

安全運転 
サービス 

災害・防災 

自動車クラウドゲートウェイ 

クラウド通信GW構造 
（端末認証・接続・設定  等） 

車載ルータ 

CAN 

車載機  

スマートフォン Wi-Fi 

ITS ECU 

自動車クラウサービスセンタ 

サービス・コンテンツ 
エコ運転 
サービス 

安全ルート 
サービス 

カーメーカ向
けサービス 

3Dナビ 
サービス 

ハザードマップ 
サービス 

V2G・V2H 
サービス 交通情報サー

ビス 

ドライバーアラート 
サービス サーバナビサ

ービス 
EV 

サービス 

走行支援GIS
情報サービス 

３rd 
PartyPOIサ

ービス 

PROBE 
サービス 

ストリーミングサービス 
クラウドセンタ 

リアルタイムナビ 
クラウドセンタ 

自動車サービス 
クラウドセンタ 

クラウドサービス基本構造 
（車両・機器管理・車両DB・クラウド接続 等） 

ユーザー管理 

コンテンツ管理 

課金管理  等 

標準化 

標準化 

③自動車クラウド（次世代の自動車情報プラットフォーム） 

エンジンONでユーザ（車）を認証し常時接続へ 

ユーザは自由にサービスを選択できる 

プローブDBサービス 
クラウドセンタ 

共通DB 

有事 有事 

有事 
電話系 

http://www.hino.co.jp/blueribbon_city_hy/index.html


 ４．次のステップへ 

自動車を活用する為の基本的な要素・条件は整った 

次は地域・街・人を良くする為の“実装”を行う 

具体的な計画 

  ① スマートフォンITSの普及 

 

  ② 自動車ビッグデータを基盤とした新サービス創出 

 

  ③ 防災に強いハイブリッドネットワークの構築 



     車両情報を活用した 
スマホアプリの開発・流通構造を提供 

 

   ・安全で信頼出来るアプリ 

   ・B2Bでも活用出来る 

   ・アプリが流通出来る仕組み 

 

スマートフォンITSコンソーシアム設立へ 

    ・開発環境の提供 

    ・流通構造の提供 

 ソフトベンダーがビジネス出来る仕組みを 

 ① スマートフォンITS 



ガソリン車・HV・EV 

スマート 
フォン 

ITS‐ECU 

車載ルータ 

位置情報 
エコ情報 
車両情報 
運転挙動 
映像情報 

位置情報 
エコ情報 
車両情報 
運転挙動 
画像情報 
放射線量 

ク
ラ
ウ
ド
ゲ
ー
ト
ウ
エ
イ 

ク
ラ
ウ
ド
ゲ
ー
ト
ウ
エ
イ 

プローブ収集者＆サービスのユーザー 

拠点向け 
サービス提供 

移動体向けサ
ービス提供 

サービスのユーザー 

サービスステーション 

コンビニ 

自動車ディーラ 

自動車向けサービス拠点 

クラウド車載システム搭載車両 

サービスクラウド 

N  サービス 
クラウドセンタ 

B   サービス 
クラウドセンタ 

 
A  サービス 

クラウドセンタ 

C  サービス 
クラウドセンタ 

拠点向けサービス 

 車両整備・燃料補給（ガソリン・電機）関係 

 買い物・広告・クーポン 

 新車広告・物品販売  など 

移動体向けサービス 

 交通情報・給油・充電情報・ナビサービス 

 POI情報（グルメ情報・買い物・広告・クーポンなど） 

 VehicleTwitter（自動車のつぶやき世界） 

 リアルタイム道路状況・・・・ 

多種・大量データ 
    収集 

基盤データ 
  流通 

ビッグデータの 

集約・分析・配信 

 ② 自動車ビッグデータを基盤とした新サービス創出  

拠点データ 
   収集 

映像情報 
気象情報 
イベント情報 
放射線量  

ITS‐ECU 

スマート 
フォン 

http://thumbnail.image.rakuten.co.jp/s/?@0_mall/neotec-bafa/cabinet/00590271/img57532504.jpg


工事車両 物流車両 公共車両 市民の車両 

自動車クラウドゲートウェイ 

自動車サービスクラウド 

サービスクラウド サービスクラウド 

平時の場合の自動車クラウド 

プローブ 

点検修理整備 

地域情報 
宣伝 

快適・  
利便性 

健康・福祉・ 
高齢者/過疎 

対応 

安全・安心 

エネルギー 
管理 

防災 

特殊車両 工事車両 物流車両 公共車両 支援車両 

自動車クラウドゲートウェイ 

危機管理クラウド 

有事対応クラウド 

有時の場合の自動車クラウド 

緊急時支援 プローブ 

快適・  
利便性 

健康・福祉・ 
高齢者/過疎 

対応 

点検修理 
整備 

地域情報 
宣伝 

安全・安心 

復興支援 エネルギー 
管理 

様々なユーザ（車）が 

 自由にサービスを享受する世界 

全ての車を 

 危機管理の戦力に併合する世界 

    震災 

    復旧 

    復興 

 指揮管理系統の一本化 

    東海地方に必要！ 

一瞬で切り替わる 

ハイブリッド世界 

こんな世界を実現したい！ 



 ５． まとめ  

今後の課題 

 ・ 市民巻き込んだ大規模実証で“合意の形成”が必要 

    自動車社会の代表としての中京圏に「日本の街モデル」を 

 ・ ビッグデータを基盤とした社会モデルの開発を 

    自動車からのリアルタイム・多種・大量情報の集約構造を構築し 

    クラウドでの市民サービス創出を 

 ・ グローバル展開へ 

    “世界に先行した新しい社会を提示”し「社会の輸出」を 

自動車をネットワーク化するための条件は整った状況 

  ビジネスモデル  ・・・ 自動車のネット化は市民合意（いつでも、、、） 

  車載ICTシステム ・・・ スマートフォン・タブレット等の汎用機器 

  通信システム   ・・・  高速・定額・常時接続 

 まさに“今”がチャンス。 日本総がかりで新しい街づくりをしたい  


